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1月 24日(木）活動  晴れ  74名＋2名  

  寒に入り一年で一番寒い時期を迎える。しかし

今日も 80 人近い参加者を数え、サイトのあちこ

ちで活動が続く。春に向けての準備の佳境だ。打

ち合わせでは先週開催された新春講演会と表紙デ

ザイン表彰式の報告や、今猛威を振るっているイ

ンフルエンザへの備えのお願いなどが中心となる。

シニア生 2名。テントの設営工事はほぼ完成。里

山 G は薪棚

の補修や榾木

作り、エコG

は野菜の追肥

と竹林整備、

そして景観G

は竹の整理と

竹林整備を行う。またビオ班はドジョウ池の整備、

花班は皇帝ダリヤの撤去、パトGは 1コースのパ

トロールと観察路の階段補修を行う。その他果樹

班はイチジクの施肥とテント周りの樹木の剪定に

取り組む。 

1月 31日(木）活動  曇り後雨  38名＋1名  

降水確率 50 パーセントの中、午後は本降りの

雨になり、活動は午前中のみになる。また、会長

はコメリの助成金贈呈式出席のため新潟に出張。

打ち合わせでは天皇陛下在位 30 年記念植樹のた

めの推奨植樹提案のお願いや 2 月 19 日実施予定

の「語り合う会」の趣旨説明などが行われる。ま

た不法に投棄されていた消火器の扱いについても

説明がある。シニア生 1名。作業中に起きたけが

についてのボランティア保険の給付の可否につい

ての相談がある。この件については窓口の奈良市

ボランティアセンターに問い合わせ中。里山Gは

シイタケ榾木の整理、エコGは野菜の収穫、そし

て景観Gは竹林整備を行う。またビオ班は溝掃除、

花班は雑草取り、パトGは丸太階段用土運びに取

り組む。 

 

2月 7日(木）活動 晴れ   84 名 

  2 月。いよいよ春だ。そして今日は月初めの活

動日。協働活動にアダプトプログラム、そしてG

ごとのミーティングと忙しい。協働活動ではイベ

ントの植樹用の穴掘りやその周りの下草刈りの作

業になる。50個の穴掘りも無事終了。打ち合わせ

ではコメリ助成金贈呈式の報告とイオン環境活動

助成が決定したことなどが連絡される。また「語

り合う会」への参加要請も行われる。里山Gは榾

木切りと運搬、エコGは水田の準備の他野菜の収

穫、景観Ｇ

は竹林整備

を行う。ま

たビオ班は

西池の水抜

き、花班は

花畑の草取

りと寒肥入れ、そしてパトGは 2コースのパト

ロールと丸太階段整備に取り組む。その他果樹班

はグミの木の枝の整理を行う。 

2月 14日(木）活動 晴れ    76名＋2名  

  新しい場所での植樹用の穴掘り作業が行われ、

無事イベン

トの準備も

整った。そ

の他シイタ

ケイベント

の参加協力

者への説明

会や各 G

の責任者に集まってもらっての安全管理のチエッ

クシートのすり合わせ、加えて交通費補助の支給

などで忙しい活動日になった。里山Gは榾木作り

と運搬、エコGは畑へのチップ入れと野菜の収穫、

そして景観Gは竹林整備を行う。またビオ班は池

の整備、花班は草取りと寒肥入れ、パトGは 3コ

ースのパトロールと丸太階段の補修を行う。 


